
■地動説と主体性■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 404号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1.トピックス：3月までの日々の暮らし 

 

今年は元日が日曜日だったので、カレンダーが見やすいですね。 

昨年 11 月に笑恵館に越したものの、住所変更雑務に追われ、コロナ感染、年末年始と慌ただしい日が続きまし

たが、今年の第 2週を迎え、ようやく日々の時間割が見えてきました。 

まず朝は 6時起床、6時半に出発し 30分歩いて日楽庵（母・妹の家）に到着します。 

食事は 1 日 2 食を 1 日おきに取りますが、朝ドラを見た後は NHK の BS タイム（録画鑑賞を含む）が始まり

ます。 

結局 9時ころまでテレビを見た後、30分歩いて帰宅するので、作業開始は 9時半となります。 

夜は 1日おきに夕食を食べに 19時ころ日楽庵に行きますが、あとは自室の作業がはかどります。 

整理すると、朝：ウォーキング＋朝食＋テレビ、夜：作業 or食事という感じです。 

・ 

次に日中の暮らし方ですが、週末土曜日は終日「笑恵館」、日曜日は横浜反町の「いづみ」で作業します。 

なので、月～金の平日は、ほとんど定例業務を入れていません。 

これまで何度か報告しましたが、去年の 9 月から、神奈川県真鶴町の松本町長からの SOS に応えるために、平

日を空けて待機しています。 

昨年 9月と 12月の 2度にわたり、副町長選任議案は否決されたのですが、今年の３月まではいつでも対応でき

るように備えたいと思います。 

なので、平日であればどこへでも出撃しますし、土曜は世田谷・笑恵館、日曜は横浜・いづみであなたの相談

をお待ちしています。 

・ 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：地動説と主体性 

 

先日ＮＨＫの番組コズミックフロントで、「地動説 〜謎を追い続け、近代科学を生んだ人々の物語〜」を見た。 

「地動説」をテーマにした漫画「チ。～地球の運動について～」の名シーンをアニメ化しながら、地動説にた

どり着いた科学者たちの物語を紹介する。 

https://www.nhk.jp/p/cosmic/ts/WXVJVPGLNZ/episode/te/K9GRWX5VG8/ 

これまで僕は、地動説のことを「天動説を覆すことで、現代の天文学をスタートさせたコペルニクスの偉業」

とばかり思い込んでいた。 

だがそれは「大きな間違い」だと、この番組は教えてくれた。 

「地動説が正しくて、天動説は間違いだ」は、間違いだ。 

天動説は「地球が中心」で、地動説は「太陽が中心」という前提・モデルの違いであり、地球と太陽のどちら

が中心かという単純な話ではない。 

・ 

早速僕の好奇心に火がついて、色々調べると、こんな面白い動画を見つけたので紹介したい。 

https://1.bp.blogspot.com/-

Hnx6e13TPps/XO4JJfCHeNI/AAAAAAAAV2E/qy5fsPBP1IYXqjIghBchAoKqC1FFp4u9QCLcBGAs/s1600/or

iginal.gif 

左が地動説で、右が天動説を示している。 

どちらも、左端の太陽から惑星を一線上近い順に並べた状態からスタートし、どこを回転の中心とするかの違

いだけ。 

この説明は先ほど述べたばかりだし、僕も知ってるはずだった。 

だが、実際にそれを動画で見ると、この違いに圧倒された。 

僕はこれまで「解っていた」のでなく、「解ったつもりでいた」に過ぎないことを突きつけられた思いがした。 

だが待てよ、「解ったつもり」から「解った」に変化する時こそが、まさに「解る瞬間」なのかもしれない。 

だとすれば、僕は今、この現場を理解せずに離れるわけにはいかない。 

・ 

僕が知りたいのは、「解る瞬間」に「何が起きたか」ということだ。 

まず、その瞬間が訪れたのは、先ほどの動画の右側を見た瞬間だ。 

その時僕は、間違いなく「見たことの無いもの」を初めて見た。 

だが、単に見たことの無いものを見ることが、こうした驚きをもたらす訳ではない。 

誰にとっても、見たことの無いものを初めて見ることなど日常茶飯事のことであり、むしろ見たことのあるも

のを見ることより多いかもしれない。 

それなのに、今回の衝撃は何なのか。 

それは、「予想とあまりにも違うこと」に対する驚きではないだろうか。 

ひょっとして僕は、全然違う天動説を勝手にイメージしていたのではないか。 

・ 

「チ．」という漫画は、どうやらそこを描いているらしい。 

15世紀当時の人々は、天動説が正しいというよりは、地動説など知らなかった。 

その上番組の中では、天文学を学ぶ若者が右側の絵をすらすらと描いていたし、むしろ地動説の話を聞いて目

を丸くしていた。 



天動説が誤りで、地動説が正しいと信じている僕だからこそ、天動説の説明を聞くこと自体が衝撃だったのか

もしれない。 

だがこの驚きは、これまで天動説の具体的な説明など「聞こうともしなかった僕自身」に起因するし、天動説

を正しいと思っていたなんて、無知で愚かな時代だという思い込みがあったことは否めない。 

考えてみれば、両者の違いは地球と太陽のどちらを中心に考えるか、つまり主観的と客観的の違いに過ぎない。 

宇宙を客観的に理解したつもりになっていた僕にとって、宇宙を地球中心という主観的に見る驚きは、むしろ

アインシュタインの相対性理論を知った時にそっくりだ。 

・ 

それにしても、変なことに驚く奴だとあなたは思うかもしれない。 

実は僕にとって、この種の驚きは初めてじゃない。 

それは地主の学校を書く中で、「所有」について調べるうちに、この言葉が明治以降に持ち込まれた翻訳語だと

いうことに気付いた時だ。 

日本にはなぜ、土地所有に関する学問も無ければ、管轄官庁も存在しないのか。 

それは、そもそも「所有という概念が無かったため」ではないかと気づき、愕然とした。 

我が国の土地所有に関する記述を調べると、奈良時代の「墾田永年私財法（こんでんえいねんしざいほう）」に

までさかのぼるが、これはあくまで「私財」に関する法であり、どこにも「所有」は出てこない。 

天動説は、あくまで地動説が認知される以前の宇宙観であり、無知や未開とは関係ない。 

これこそが、僕の驚きであり、気付きの本質だと思う。 

・ 

地球上でもっとも進化を遂げた存在が人間だと言うおごりは、天動説を信じていた時代に対する優越感とよく

似ている。 

生物進化のプロセスにおいて、人間は最も新しい選択もしくは分化かもしれないが、それは他より優れている

ことを意味しない。 

昆虫の 8割以上は空を飛べるのに、人間は誰一人として自力で飛ぶことができない。 

確かに人間は、他の生物が真似ることのできない文化や文明を作り出し、今や経済活動が地球環境を破壊する

までに成長した。 

だがこのことも、天動説を知ることで地動説を忘れた自分を思わせる。 

自分自身の存続を脅かす客観性だけにとらわれず、自分から世界を見る「主観的な目」を持つ必要を、僕は感

じる。 

 

https://nanoni.co.jp/20230107/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：申込不要、〇：申込必要、×：一般参加不可 

 

■今週の予定 

（火）01/10 なのに（世田谷）作業日 

 会議〇：20-21時 LR定例営会議①（オンライン） 

（水）01/11 なのに（世田谷）作業日 

（木）01/12 なのに（各所）作業日 



 会議×：13-15時 LRL打合せ（反町） 

 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議①（笑恵館） 

（金）01/13 なのに（世田谷）作業日 

（土）01/14 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

会議×：10-12時 八島花文化財団理事MTG（オンライン） 

会議×：12-14時 RYUSEN定例会（オンライン） 

 交流〇：18-21時 池尻ロマンス座新年会（代々木上原） 

（日）01/15 いづみ（横浜）作業日 

 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会（反町） 

 会議〇：20-21時 八島花文化財団事務局MTG（オンライン） 

（月）01/16 なのに（世田谷）作業日 

 

■今後の予定 

01/18 会議〇：11-14時 OforW運営会議＋新年会（zoom） 

01/19 会議×：10-11時 Sさん相談（笑恵館） 

01/19 会議×：20-21時 AR子ども書籍MTG（zoom） 

01/21 交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

01/22 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会（反町） 

01/24 会議〇：20-21時 LR定例営会議②（zoom） 

01/26 会議◎：笑恵館運営会議②（笑恵館） 

01/30 会議×：15-17時 Sプロジェクト（笑恵館） 

02/04 会議×：20-21時 100smile会議（zoom） 

02/05 会議◎：10-12時 八島花文化財団理事M（zoom） 

02/14 会議〇：20-21時 LR定例営会議①（zoom） 

02/16 会議◎：笑恵館運営会議①（笑恵館） 

 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 



メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


